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　外国語を学ぶ際、「現地人みたいに

カッコよく話したい」と思う人も多い

ことでしょう。でも、スペイン語は、

世界各地（ヨーロッパ、アフリカ、北

米、中米、カリブ、南米）で４億以

上の話者が

いて、「現地

人」が多様なのです。

　たとえてみると、もし日本が複数の

独立国家だったならどうでしょうか。

その場合、唯一の「標準語」はなく、

関西国の首都大阪では「関西語」が、

東北国の首都仙台では「東北語」が標

準語で（当然、それらは関東国の首都

東京の「関東語」とは異なります）、

「正しい」日本語が複数存在するわけ

です。

　こんな具合で、スペイン語圏には各

国で異なる「標準的スペイン語」が存

在します。「ネイティヴみたいに話し

たい」と学習者が思っても、その「ネ

イティヴ」が実に多様なわけです。少

し前、世界遺産マチュ・ピチュ（写

真）に行きましたが、この遺跡やその

手前の観光都市クスコでは世界各地の

スペイン語を耳にしました。少し聞い

ただけで、アルゼンチン人、スペイン

人、メキシコ人……などと判明してし

まうわけで

す。

　こう言うと、日本人学習者は、何を

基準にすべきか困惑するかもしれませ

ん。でも、ことばは唯一の答えを持つ

数式とは違います。スペイン語の世界

には多様な現実が存在しています。た

だどこかの国の「ネイティヴみたいに

話す」のではなく、「スペイン語の多

様性が理解できる日本人スペイン語話

者」になる方が、ずっと「カッコい

い」のかもしれません。
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ナチュラルなスペイン語？

スペイン語

経済学部２学生 中南米に留学

メキシコ、ペルー、グアテマラ探求へ

安
藤
さ
ん
（
左
）、
道
満
さ
ん
（
右
）
と
留
学
の

ア
ド
バ
イ
ス
を
す
る
狐
崎
教
授

　
経
済
学
部
の
２
学
生
が
今
夏
、
中
南
米
各
国
に

留
学
す
る
。
学
生
た
ち
は
「
留
学
を
通
じ
て
世
界

に
羽
ば
た
き
た
い
」
と
意
気
込
む
。

　「
メ
キ
シ
コ
と
日
本
の
懸

け
橋
に
な
り
た
い
」
と
話
す

道
満
繭
華
さ
ん
（
国
際
経
済

学
科
３
年
次
）。
日
本
と
メ

キ
シ
コ
両
政
府
に
よ
る
「
日

墨
戦
略
的
グ
ロ
ー
バ
ル
・
パ

ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
研
修
計

画
」
の
派
遣
留
学
生
と
し
て

８
月
か
ら
１
年
間
、
メ
キ
シ

コ
国
立
自
治
大
学
（
Ｕ
Ｎ
Ａ

Ｍ
）
で
学
ぶ
。
道
満
さ
ん
は

高
校
時
代
（
東
京
都
明
星

高
）、
メ
キ
シ
コ
の
シ
ウ
ダ

ー
・
フ
ア
レ
ス
に
、
交
換
留

学
生
と
し
て
１
年
間
滞
在
し

た
。
砂
漠
地
帯
で
米
国
国
境

沿
い
の
同
市
は
治
安
面
で
不

安
が
あ
っ
た
が
、
ホ
ー
ム
ス

テ
イ
先
の
ホ
ス
ト
フ
ァ
ミ
リ

ー
と
家
族
同
然
の
交
流
を
持

っ
た
こ
と
で
「
メ
キ
シ
コ
が

大
好
き
に
な
っ
た
」。
ス
ペ

イ
ン
語
が
身
に
つ
い
た
の
も

「
メ
キ
シ
コ
の
お
母
さ
ん
が

『
こ
こ
で
の
文
化
や
暮
ら
し

は
ス
ペ
イ
ン
語
で
な
い
と
理

解
で
き
な
い
』
と
鍛
え
て
く

れ
た
お
か
げ
」と
振
り
返
る
。

　
労
働
コ
ス
ト
が
安
定
し
て

い
る
メ
キ
シ
コ
は
、
自
動
車

メ
ー
カ
ー
を
は
じ
め
日
本
企

業
の
進
出
が
著
し
い
。
所
属

の
望
月
宏
ゼ
ミ
で
は
持
続
可

能
な
経
済
成
長
を
目
指
し
環

境
面
、
教
育
面
か
ら
ア
プ
ロ

ー
チ
。「
国
際
事
情
ス
ペ
イ
ン

語
」（
狐
崎
知
己
教
授
）
で
中

南
米
経
済
を
ス
ペ
イ
ン
語
で

学
習
し
力
を
つ
け
た
。「
Ｕ

Ｎ
Ａ
Ｍ
で
経
済
学
を
学
び
、

現
地
の
日
本
企
業
を
訪
ね
て

回
り
た
い
」と
目
を
輝
か
す
。

●
「
日
墨
研
修
計
画
」
　
道
満
繭
華
さ
ん

●
「
ト
ビ
タ
テ
！
留
学
」
　
安
藤
聡
希
さ
ん

　
経
済
学
科
４
年
次
の
安
藤

聡
希
さ
ん
は
、
官
民
協
働
で

留
学
を
支
援
す
る
「
ト
ビ
タ

テ
！
　
留
学
Ｊ
Ａ
Ｐ
Ａ
Ｎ
日

本
代
表
プ
ロ
グ
ラ
ム
」
事
業

で
８
月
か
ら
ペ
ル
ー
、
グ
ア

テ
マ
ラ
２
カ
国
へ
飛
ぶ
。

「
ト
ビ
タ
テ
」
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
で
の
専
大
生
の
合
格
は
安

藤
さ
ん
が
初
。

　
リ
マ
（
ペ
ル
ー
）
の
語
学

学
校
で
ス
ペ
イ
ン
語
を
学
ん

だ
あ
と
、
グ
ア
テ
マ
ラ
第
二

の
都
市
ケ
ツ
ァ
ル
テ
ナ
ン
ゴ

で
日
本
人
向
け
の
オ
ン
ラ
イ

ン
ス
ペ
イ
ン
語
学
習
サ
ー
ビ

ス
を
展
開
す
る
日
系
Ｎ
Ｐ
Ｏ

で
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
（
就

業
体
験
）
を
行
う
。
同
時
に

「
日
本
文
化
の
普
及
活
動
や

中
南
米
の
情
報
を
日
本
に
発

信
し
た
い
」
と
安
藤
さ
ん
。

　
大
学
２
年
次
の
夏
、
ピ
ー

ス
ボ
ー
ト
で
４
カ
月
間
、
世

界
一
周
の
船
旅
を
体
験
し
た

こ
と
が
海
外
に
目
を
向
け
る

き
っ
か
け
と
な
っ
た
。
中
米

エ
ル
サ
ル
バ
ド
ル
の
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
ー
で
ホ
ー
ム
ス
テ
イ

を
体
験
、
ス
ト
リ
ー
ト
チ
ル

ド
レ
ン
や
麻
薬
問
題
に
触

れ
、
途
上
国
に
関
心
を
抱
い

た
。「
環
境
問
題
や
貧
困
な

ど
の
社
会
的
課
題
の
解
決
を

目
指
す
ソ
ー
シ
ャ
ル
ビ
ジ
ネ

ス
の
分
野
で
働
き
た
い
」
と

本
留
学
を
目
標
の
ス
テ
ッ
プ

に
し
た
い
と
思
っ
て
い
る
。

　
※
ト
ビ
タ
テ
留
学

減
少

傾
向
に
あ
る
留
学
生
を
増
や

そ
う
と
２
０
１
４
年
度
か
ら

始
ま
っ
た
留
学
促
進
キ
ャ
ン

ペ
ー
ン
。
民
間
企
業
な
ど
の

寄
付
を
募
り
、
官
民
協
働
で

留
学
生
を
支
援
。
学
生
、
企

業
双
方
に
メ
リ
ッ
ト
が
あ

り
、
グ
ロ
ー
バ
ル
人
材
育
成

の
核
と
し
て
期
待
さ
れ
る
。

●
中
南
米
地
域
事
情
・
経
済

が
専
門
の
狐
崎
知
己
教
授
の

話　「
留
学
は
現
地
を
見
て
視

野
を
広
げ
、
日
本
を
客
観
的

に
考
え
る
チ
ャ
ン
ス
。
同
時

に
良
い
先
生
を
探
し
、
仲
間

を
得
る
こ
と
も
大
切
だ
。
ま

た
ス
ペ
イ
ン
語
は
使
用
さ
れ

て
い
る
国
・
地
域
数
の
多
さ

で
英
語
に
次
ぐ
国
際
語
な
の

に
日
本
人
の
話
者
が
少
な

い
。
留
学
で
力
を
つ
け
て
ほ

し
い
」

ウ
エ
ル
カ
ム
パ
ー
テ
ィ
ー
で

自
己
紹
介
（
６
月
20
日
、
生

田
キ
ャ
ビ
ン
）

　
世
界
的
ベ
ス
ト
セ
ラ
ー
を

題
材
に
し
た
文
学
部
50
周
年

記
念
企
画
「
ゴ
シ
ッ
ク
・
フ

ァ
ン
タ
ジ
ー 

Ｈ
ａ
ｒ
ｒ
ｙ 

Ｐ
ｏ
ｔ
ｔ
ｅ
ｒ 

の
正
し
い

読
み
解
き
方
教
え
ま
す
」
が

６
月
19
日
、
生
田
キ
ャ
ン
パ

ス
で
開
催
さ
れ
た
。
10
代
に

人
気
の
高
い
英
国
の
フ
ァ
ン

タ
ジ
ー
小
説
を
、
文
学
部
の

３
教
員
を
は
じ
め
５
人
の
研

究
者
が
異
な
る
観
点
か
ら
連

「
ハ
リ
ー
・
ポ
ッ
タ
ー
」の
魅
力
を
紹
介

続
し
て
講
演
。
オ
ー
プ
ン
キ

ャ
ン
パ
ス
で
訪
れ
た
高
校
生

や
フ
ァ
ン
を
引
き
付
け
た
。

　
並
木
信
明
教
授
（
キ
リ
ス

ト
教
文
化
論
）
は
作
者
ロ
ー

リ
ン
グ
の
半
生
を
な
ぞ
り
、

そ
の
実
体
験
が
『
ハ
リ
ー
・

ポ
ッ
タ
ー
』
に
色
濃
く
投
影

さ
れ
て
い
る
と
紹
介
。
登
場

人
物
の
名
前
や
各
章
の
副
題

な
ど
に
込
め
ら
れ
た
意
味
や

暗
示
を
説
明
し
、
英
語
で
し

か
表
現
で
き
な
い
ポ
イ
ン
ト

を
解
説
し
た
。

　
末
廣
幹
教
授
（
英
米
の
演

劇
）
は
、
ロ
ー
リ
ン
グ
が
影

響
を
受
け
た
と
明
言
し
て
い

る
シ
ェ
イ
ク
ス
ピ
ア
演
劇

『
冬
物
語
』『
マ
ク
ベ
ス
』

と
の
関
連
を
解
説
。
ギ
リ
シ

ャ
神
話
や
聖
書
、
現
代
的
な

要
素
を
組
み
合
わ
せ
た
重
層

的
な
作
品
世
界
を
明
ら
か
に

し
た
。

　
大
久
保
譲
准
教
授
（
英
米

の
小
説
）
は
、
英
国
の
学
園

小
説
の
流
れ
を
踏
ま
え
て
分

析
。「
１
９
８
０
年
代
以
降

の
古
き
良
き
英
国
へ
の
郷
愁

と
、
女
性
や
非
白
人
が
活
躍

す
る
90
年
代
の
多
文
化
主
義

を
兼
ね
備
え
た
作
品
」
と
語

っ
た
。

　
そ
の
ほ
か
、
ロ
ー
リ
ン
グ

が
大
学
で
専
攻
し
て
い
た
仏

文
学
や
ゴ
シ
ッ
ク
文
化
の
影

響
、
映
画
シ
リ
ー
ズ
の
ヒ
ッ

ト
の
要
因
に
つ
い
て
紹
介
さ

れ
た
。

　
参
加
者
の
中
に
は
中
学
生

の
姿
も
。
大
の
ハ
リ
ポ
タ
・

フ
ァ
ン
で
英
語
版
も
持
っ
て

い
る
と
い
う
中
２
の
女
子
は

「
シ
ェ
イ
ク
ス
ピ
ア
の
影
響

が
あ
る
こ
と
は
知
っ
て
い
た

ま
し
た
が
、
マ
ク
ベ
ス
の
影

響
を
詳
し
く
教
え
て
も
ら
え

て
楽
し
か
っ
た
。
先
生
方
の

授
業
を
た
く
さ
ん
聞
け
て
う

れ
し
い
で
す
」
と
熱
心
に
ノ

ー
ト
を
取
っ
て
い
た
。

ローリングが子ども時代を過ごした

街を紹介する並木教授

　
外
国
人
の
日
本
語
習
得
の

た
め
の
「
夏
期
日
本
語
・
日

本
事
情
プ
ロ
グ
ラ
ム
」
が
６

月
17
日
か
ら
始
ま
っ
た
。

　
受
講
生
は
、
国
際
交
流
協

11
大
学
37
人
参
加

夏
期
日
本
語

プ
ロ
グ
ラ
ム

定
校
の
米
オ
レ
ゴ
ン
大
学
、

仏
リ
ヨ
ン
政
治
学
院
、
韓
国

檀
国
大
学
な
ど
11
大
学
37

人
。
約
７
週
に
わ
た
っ
て
日

本
語
学
習
の
ほ
か
書
道
、
歌

舞
伎
鑑
賞
、
高
校
訪
問
や
ホ

ー
ム
ビ
ジ
ッ
ト
な
ど
を
体
験

し
日
本
の
文
化
に
触
れ
る
。

　
６
月
20
日
に
は
開
講
式
と

ウ
エ
ル
カ
ム
パ
ー
テ
ィ
ー
が

開
か
れ
、
日
本
語
の
手
助
け

を
す
る
専
大
生
の
キ
ャ
ン
パ

ス
ア
シ
ス
タ
ン
ト
ら
多
数
が

参
加
し
た
。

　
６
月
に
本
学
と
組
織
間
協

定
が
締
結
さ
れ
た
首
都
経
済

貿
易
大
学
（
中
国
）
で
マ
ー

ケ
テ
ィ
ン
グ
を
専
攻
す
る
呂

佳
蕊
さ
ん
は
「
日
本
は
初
め

て
。
早
く
日
本
語
が
上
手
に

な
っ
て
、
自
分
の
研
究
テ
ー

マ
で
あ
る
日
本
と
中
国
の
マ

ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
の
比
較
を
し

た
い
」
と
意
欲
的
だ
。

　
春
期
プ
ロ
グ
ラ
ム
か
ら
続

け
て
参
加
し
た
イ
シ
ュ
メ
ル

・
ゴ
ウ
ラ
リ
さ
ん
（
カ
ナ
ダ

・
カ
ル
ガ
リ
ー
大
学
）
は

「
親
切
な
専
大
生
に
囲
ま

れ
、
い
い
環
境
で
日
本
語
を

勉
強
で
き
る
プ
ロ
グ
ラ
ム
。

一
番
難
し
い
の
は
漢
字
の
読

み
書
き
。
漢
字
を
も
っ
と
も

っ
と
覚
え
た
い
」と
話
し
た
。

浴
衣
姿
で
七
夕
パ
ー
テ
ィ
ー

（
６
月
29
日
、国
際
交
流
会
館
）

海
外
留
学
フ
ェ
ア

　
国
際
交
流
や
留
学
プ
ロ
グ

ラ
ム
に
つ
い
て
理
解
を
深
め

る
第
13
回
海
外
留
学
・
国
際

交
流
フ
ェ
ア
が
７
月
２
日
、

生
田
キ
ャ
ン
パ
ス
で
開
か
れ

延
べ
約
３
８
０
人
の
学
生
が

参
加
し
た
。

　
昨
年
度
留
学
し
た
学
生
に

よ
る
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン

や
個
別
相
談
会
、
留
学
経
験

の
あ
る
卒
業
生
の
講
演
会
、

ベ
ト
ナ
ム
人
留
学
生
の
母
国

紹
介
な
ど
盛
り
だ
く
さ
ん
の

内
容
で
、
参
加
学
生
は
留
学

へ
の
意
識
を
深
め
た
。

帰
国
学
生
に
よ
る
相
談
ブ
ー
ス

演
劇
と
の
関
連
を
解
説

す
る
末
廣
教
授


